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研究のトピックス性 

ミツバチの法定伝染病として、アメリカ腐蛆病菌（Paenibacillus larvae）により引き起こさ

れるアメリカ腐蛆病が定められています。本研究では、日本在来種であるニホンミツバチ

の腸内細菌よりアメリカ腐蛆病菌に対して抗菌活性を有する Bacillus cereus Ni10 株を

取得しました。また、ミツバチの幼虫に対してアメリカ腐蛆病菌の感染試験を行ったとこ

ろ、Ni10 株の産生するバクテリオシン注１様物質を投与することでアメリカ腐蛆病の発症

をほぼ完全に抑えられることが明らかになりました。 
今回取得したバクテリオシン様物質を抗生物質の代わりに利用することで、養蜂におけ

る抗生物質の使用量を減少させることが可能となります。このことから、今回の発見はミ

ツバチの健康を守るだけでなく我々ヒトにとっても安全かつ安心な蜂蜜作りに貢献できる

ものと考えています。 

 
研究の波及効果 

近年、抗生物質耐性菌の出現が社会的に大きな問題となっています。今回取得したバク

テリオシン様物質は耐性菌に対する新たな抗菌物質としての使用が見込まれます。さら

に、その作用機作を明らかにすることにより病原微生物の制御技術の発展に寄与するこ

とと思われます。 
 

なお、本研究は生研センター「イノベーション創出基礎的研究推進事業」の援助によるも

のです。 

 

＜用語説明＞ 
注１ バクテリオシン・・・細菌が産生する抗菌活性を有するタンパク質やペプチド。 
 

 

 

 


